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 ■ 基本方針                                

幸手市では、高齢化率が県平均を上回り、人口減少も進行しています。「２０２５年問

題」に象徴される超高齢社会の到来に伴い、地域社会の維持や福祉サービスの提供体制

の確保、さらには地域経済の活性化など、社会全体への影響が懸念されています。こう

した状況の中、地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制づくりの推進が必要とされ

ており、社会福祉協議会（社協）の果たす役割はますます広がっています。  

多様化・複合化する生活困窮の課題に対応するため、当協議会内に設置している「幸

手市生活自立支援センター」では、他の専門機関と連携し、必要とされる複合的なサー

ビスの提供へ努めてまいります。そして、生活に不安を抱えている方や、経済的な理由

でお悩みの方に寄り添い、自立に向けた支援を親身に対応してまいります。  

甚大な被害をもたらした能登半島地震では、多くの建築物が倒壊し、数多くの方が避

難生活を強いられました。また、今年１月に宮崎県で発生した震度５弱の地震は、南海

トラフ地震とは関連するものではありませんでしたが、改めて地震に対する備えの重要

性を示しました。一方、首都圏では３０年以内に７０％の確率で、Ｍ７程度の首都直下

型地震の発生する可能性が指摘されています。さらに、各地で記録的な大雨や台風によ

る被害も相次いでおり、近年自然災害の脅威は一層増しています。このような状況を受

け、災害ボランティアセンターへの期待がますます高まっていることから、当センター

の運営強化に努めてまいります。  

幸手市障害者自立支援施設は、令和７年度で５年間の指定管理業務期間が満了を迎え

ます。そこで、令和８年度以降も引き続き指定管理業務の受任が継続できるよう、利用

者やそのご家族の視点に寄り添い、一人ひとりに適したより良いサービスの提供に努め

てまいります。  

当協議会では、推進する地域福祉活動を市民の皆さまに広く知っていただくため、社

協さって市やホームページ、LINE 公式アカウントに加え、新たに導入した Instagram

と X（旧 Twitter）を活用し、積極的な広報活動を展開します。そして、これらの媒体を

通じて、当協議会を広く周知し、自主財源である会費や共同募金、寄付金の協力が得ら

れるよう努めてまいります。  

 

令 和 ７ 年 度 事 業 計 画 



2 
 

 

 ■ 令和７年度 重点事業                                   

〇 自立した生活を目指して、一人ひとりの状況に応じた支援を行います。 

経済的な問題をはじめ、生活への不安や困りごとを抱える方への相談窓口である「幸手市生

活自立支援センター」の周知を図るため、広報誌やチラシ、SNS等を活用し、市民への認知度向

上を目指します。 

また、失業や障がい、心身の不調、ひきこもり等のさまざまな問題を抱え、経済的に困窮して

いる方への支援に強化し、相談者に寄り添いながら問題点を整理し、他の専門機関との連携を

密にすることで、状況に応じた適切な支援を行います。 

そして、職員の資質向上も図り、より質の高い支援を目指します。 

 

〇 災害時における役割を明確にして、災害ボランティアセンターの体制を構築します。 

大規模災害が発生した際、ボランティア活動を円滑に進めるための拠点である「災害ボラン

ティアセンター」が訓練等を通じて運営整備や支援体制を強化します。 

また、災害ボランティア登録者を対象とした研修等を実施し、災害に対する意識を高めると

ともに、他機関との連携協力体制の強化を図り、住民一人ひとりの防災知識の向上と減災対策

への充実を目指します。 

 

○ 地域住民とのつながり・関わり合いを通じて地域福祉を推進します。 

地域の身近な場所で行われるふれあい・いきいきサロンやボランティア・市民活動団体な

どの地域福祉活動を参加団体が主体的に取り組めるよう、地域に出向いて積極的に顔の見え

る関係づくりに努めます。 

また、団体との交流や関わり合いを通じて、活動中の困りごとやニーズの聴取をしながら、

一人ひとりが豊かに活動できるよう地域福祉の推進を目指します。 

 

〇 「さくらの里」「なのはなの里」に通所される利用者への支援の充実を図ります。 

個別支援計画に基づき、利用者の障害特性に配慮し、より良い生活を送れるよう支援します。

また、全施設職員を対象とした研修を引き続き企画・実施し、職員のスキルアップを図ります。 

幸手市障害者自立支援施設では、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの指定管理

業務期間が満了を迎えます。今後も質の高い障害福祉サービスを提供する事業所を目指して、今

後５年間の方針を検討し、令和８年度以降も受任を継続するための業務に取り組みます。 
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 社会福祉協議会事業推進にあたり、自主財源の確保が重要となっています。 

 自治会の協力を得ながら、市民・企業の皆さんに社会福祉協議会活動を理解しご協力を得られる

ように努めます。 

 

主な財源 

   会員募集に係る経費                 １８６ 

   職員等の人件費（生活困窮者自立支援相談員及び施設職員を除く 

 すべての職員に係る人件費）         ４０，３５６ 

   事務に係る経費                 １，５６５ 

   返還金支出（令和６年度市運営費補助金）     １，６００ 

   その他の経費                    １５５ 

 

 

 

会費収入                    １，５３４ 

市補助金収入                 ４０，３５６ 

前期末支払資金残高等              １，９７２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

支援を必要とされる皆さんのために様々な福祉事業を行います。 

 

 

 

地域福祉の推進を支える皆さんのために･･･ 

 

   ふれあい・いきいきサロン活動の推進（助成）     ７８３ 

法人運営費           法人の運営に使われるお金 

社会福祉協議会員の加入率向上に努めます 事業費総額４３，８６２千円 

事業内容 

財源の内訳 

地域福祉事業費        地域のために使われるお金 

障がい者・高齢者・子育て中の世帯や低所得世帯など、支援を必要とする方のため

に地域福祉を推進します 

事業費総額１３，５５５千円 

事業内容 

 

 

ふれあい・いきいきサロン 
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ボランティア団体活動を支援（助成）         ３００ 

民生委員・児童委員活動を支援（助成）        １８７ 

幸手市遺族会活動を支援（助成）、幸手市戦没者追悼式  ２００ 

幸手市体育協会１１支部活動を支援（助成）      ２９７ 

健康福祉まつりの開催（市と共催）          ２３２ 

 

 

高齢者の皆さんのために･･･ 

 

敬老会の開催（市と共催）              ５００ 

金婚（結婚５０年）を迎えるご夫婦へ記念品を贈呈   １８１ 

ひとり暮らしの高齢者の皆さんと日帰り旅行    １，０１３ 

高齢の方の気持ちに寄り添いお話を聴く活動       ４７ 

グラウンド・ゴルフ プラチナ大会の開催        ９９ 

幸手市老人クラブ連合会活動を支援（助成）       ８１ 

 

 

障がいのある皆さんのために･･･ 

 

      在宅介護者手当を受給している介護者交流事業     １１０ 

幸手市聴覚障害者協会活動を支援（助成）        ２３ 

ボランティア団体と利用者との交流を支援（助成）    ４０ 

 

 

子どもたちのために･･･ 

 

お子様が誕生した世帯へ赤ちゃん用品券を贈呈      ８０ 

ボランティア団体と利用者との交流を支援（助成）    ４０ 

子育て応援まつりを支援（助成）            ６０ 

小・中学校の福祉教育の推進             ３６０ 

小・中学生ボランティア活動作品（標語）を募集    １７９ 

 

 

孤立や介護などのお悩みを抱える皆さんのために･･･ 

 

調理困難なひとり暮らしの高齢者などへお弁当を配達  ４２２ 

ひとり暮らしの高齢者などへの家事援助         ４２ 

 

 

高齢者日帰りバスの旅 

 

 

 

点字あゆみの会 

交流事業 

金婚祝 

 

福祉教育の推進 

 

配食サービス事業 
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車椅子のまま同乗できる車両の貸出（市補助事業）   １６４ 

電動ベッド、マットレス、車椅子の購入（市補助事業） ３５５ 

ベッド、車椅子の貸出（洗浄・保管・整備・修繕費）  ９２１ 

心配ごとを抱える方への相談受付           １４９ 

 

 

 

 

 

 

 

一時的な生活資金不足などのお悩みを抱える皆さんのために･･･ 

 

一時的な小口資金の貸付               ６１５ 

あんしんセーフティーネット事業に協力         ２０ 

非課税世帯への慰問金品の配付          １，８６９ 

行旅人の方へ旅費貸付                  ６ 

身元不明人の遺骨管理                 ２０ 

 

その他の活動 

 

   社協広報紙「社協さって市」による活動紹介･報告 年４回   

                           １，６８５ 

   ホームページ・ＳＮＳ運営に係る経費         ３９２ 

   職員の育成（研修等を実施）             ２００ 

その他事業・事務に係る経費           １，８８３ 

ペットボトルキャップ・不要入れ歯・ベルマーク・使用済み切手 

の回収やフードバンク等、市民の社会貢献活動への取り組みを支援 

 

 

 

   会費収入                    ３，７１６ 

   寄附金収入                   ２，０００ 

   市補助金収入                    ２９５ 

   赤い羽根共同募金配分金収入           ２，５７９ 

   歳末たすけあい募金配分金収入          １，８６９ 

   貸付事業償還金収入                 ４５０ 

   事業収入                    １，５５９ 

   受取利息配当金収入                   ５ 

   前期末支払資金残高等              １，０８２ 

「社協さって市」 

財源の内訳 

車椅子 

 
 

 

 

車椅子同乗車両 

 

 

生活困窮者等へ食糧支援 

 

不要入れ歯回収ボックス 

電動ベッド 
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 ボランティアをしたい人とボランティアを必要としている人を繋げる役割を果たすとともに 

ボランティア体験、講習会を開催し、ボランティアの育成と団体の活動を支援します。 

 

 

 

 

   手話で日常会話のできる方の育成（市受託事業）入門課程の開催    

                             ７６０ 

   朗読講習会の開催（朗読ボランティアの育成）      ４４ 

   お子さんを一時的に保育するボランティア活動支援    ５８ 

   ひとり暮らし高齢者との電話による交流            ４５ 

   災害ボランティア登録制度の充実とボランティアの育成  ７８ 

   彩の国ボランティア体験(初めてのボランティア)の開催  ３３０ 

   福祉教育指導者の育成と活動支援             ８ 

   ボランティア・市民活動団体の研修と代表者会議の開催  ２２ 

   録音図書・点訳物の製作に係る経費          １２１ 

   職員の研修等に係る費用                ３０ 

   その他事業に係る経費                 ３４ 

 

 

 

 

   会費収入                      ３５０ 

   県社協補助金収入                  ２００ 

   市受託金収入                    ８５２ 

   前期末支払資金残高等                １２８ 

 

 

 

財源の内訳 

 

地域を支えるボランティアの育成と活動を支援します 

事業費総額１，５３０千円 

初めてのボランティア体験 

（フードパントリー） 

手話講習会 

 

 

ボランティア・市民活動センター事業費   

事業内容 

ボランティア育成のために使われるお金 

 

市内小・中学校での福祉教育 

 



7 
 

 

 

 

 

 

 

切手・ベルマークの整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認知症などにより判断能力が不十分な高齢者や知的障がい・精神障がいのある方が、安心して地域

生活を送れるように、生活支援員が定期的に訪問し、福祉サービスの利用援助や暮らしに必要なお

金の出し入れのお手伝い等を行います。 

 

 

   生活支援員等の研修等に係る経費・活動費       ２３８ 

   事業に係る経費                   ７７０ 

 

 

   県社協受託金収入                  ９１９ 

   利用料収入                      ５４ 

負担金収入                       ５ 

前期末支払資金残高                  ３０ 

 

福祉サービス利用援助事業費（県社協受託事業）   

判断能力が不十分になられた方のために使われるお金 

 

判断能力が不十分な方の日常的な金銭管理等を支援します 

事業費総額１，００８千円 

事業内容 

 

財源の内訳 

  

 

 
 

 

災害ボランティアセンター

運営訓練 

災害ボランティアの研修 

図上訓練（ＤIG） 

 

 

朗読ボランティアの育成 

 

ボランティア育成
あれこれ
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埼玉県社会福祉協議会が行う資金の貸付について、相談をお受けし、世帯の自立更正に向けた支援

や関係機関との連携、償還に関する業務を行います。 

 

 

   事業に係る経費                 ２，１９７ 

 

 

 

県社協受託金収入                ２，１９０ 

前期末支払資金残高                   ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活に困窮されている方の相談に対して、ご本人が抱える課題に基づき支援計画を作成し、生活の安

定や就労促進などの自立に向けた相談支援等を行います。 

 

 

職員等の人件費                 ８，８８１ 

   事業に係る経費                   ２２５ 

 

 

 

市受託金収入                  ９，１０６ 

生活福祉資金貸付事業費（県社協受託事業）   

生活困窮者自立支援事業費（市受託事業）   

低所得世帯等の貸付相談のために使われるお金 

 

経済的に困窮された方の相談のために使われるお金 

 

低所得世帯や障害者世帯等に対する必要資金の貸付を支援します 

事業費総額２，１９７千円 

生活上での様々な悩みや課題を抱えた方の相談をお受けします 

事業費総額９，１０６千円 

事業内容 

事業内容 

財源の内訳 

財源の内訳 
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障害のある方に、就労に関する知識・能力の向上に必要な訓練を行います。 

 

 

職員等の人件費                ３４，９４９ 

   運営に係る経費                 ４，７３１ 

   就労支援に関する経費              ４，６２１ 

 

 

 

   自立支援給付費収入              ２６，９７０ 

   利用者負担金収入                  １００ 

   特定費用等収入                   ５０４ 

   市受託金収入                 １２，１０６ 

   就労支援事業収入                ４，６２１ 

 

 

自主製品（革工芸品） 

 

  

 
 

障害者自立支援施設の経営（市指定管理業務）   

さくらの里・なのはなの里のために使われるお金 

 

「さくらの里」では、就労継続支援Ｂ型を提供します 

事業費総額４４，３０１千円 

事業内容 

財源の内訳  

 

活 動 の 様 子 



10 
 

 

 

 

 

 

 

障害のある方に、生活介護や創作的活動の機会を提供する支援を行います。 

 

 

 

職員等の人件費                ５６，１６０ 

   運営に係る経費                 ４，６１０ 

    

 

 

 

   自立支援給付費収入              ３９，５４０ 

   特定費用等収入                    ９６ 

   市受託金収入                 ２１，１３４ 

    

    

    

 

 

 

 

 

  

 

 

壁 面 制 作 

 

 

「なのはなの里」では、生活介護を提供します 

事業費総額６０，７７０千円 

事業内容 

財源の内訳 

 

活 動 の 様 子 
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